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1.総 則 

 

1-1目 的 

 

本基準は、名古屋市緑政土木局が発注する道路工事等において溶融スラグ骨材

の有効利用を図ることを目的とする。 

 

1-2適用範囲 

 

１）本基準は、名古屋市緑政土木局における道路事業等を対象とする。 

２）溶融スラグ骨材は、JIS A 5031 に適合するものとし、名古屋市緑政土木局

設計図書で定める設計基準強度が 35N/㎜２

３）建築用のプレキャストコンクリート製品（建築物の基礎、主要構造部その他

安全上、防火上若しくは衛生上重要である部分、または工作物に使用するも

の）には、溶融スラグ骨材を用いてはならないものとする。 

以下のプレキャスト無筋コンクリ

ート製品（以下「URC製品」という。）及びプレキャスト鉄筋コンクリート製

品(以下「RC製品」という。)に使用することができるものとする。 

 
溶融スラグ骨材とは、一般廃棄物を直接、または焼却残さ（焼却灰等）を高

温条件下で溶融した後、冷却して生成される固化物をいう。溶融固化物と同義

語である。 
なお、産業廃棄物由来の溶融スラグ骨材については、本基準においては含め

ないものとする。 
溶融スラグ骨材には、冷却方法の違いによって、砂状の水砕固化物（以下、

水砕スラグという。）と塊状の固化物（以下、徐冷スラグという）があるが、

本基準で使用する溶融スラグ骨材の種類を１－３に示す。 
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1-3 溶融スラグ骨材の種類及び区分 

 

溶融スラグ骨材の種類及び区分は、JIS A 5031 によるものとする。 

以下に JIS規格を表す。 

 

１）種類 

    溶融スラグ骨材の種類は、表１による。 

               表１ 種類 

種  類 記号 

細骨材 MS 

 

２）粒度による区分は、表２による。 

          表２ 粒度による区分 

粒度区分 粒の大きさの範囲（㎜） 記号 

5㎜溶融スラグ細骨材 5以下 MS5 

2.5㎜溶融スラグ細骨材 2.5以下 MS2.5 

1.2㎜溶融スラグ細骨材 1.2以下 MS1.2 

5～0.3㎜溶融スラグ細骨材 5～0.3 MS5＿0.3 
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２．溶融スラグ骨材の品質規格及び検査 

 

2-1 一般事項 

 

１）溶融スラグ骨材は、JIS A 5031 の規格に適合するものを用いるものとす

る。 

２）溶融スラグ骨材は、他の骨材（天然骨材、砕石・砕砂、スラグ骨材など）

と混合使用することを原則とする。 

３）溶融スラグ骨材を同種類の骨材または異種類の骨材と混合使用する場合

は、JIS A 5308の付属書 Aの A．9によるものとする。ただしスラグ骨材は、

溶融スラグ骨材と異種類の骨材として取り扱う。 

４）溶融スラグ骨材は、保管中及びコンクリートとして使用したときに、その

使用環境及びコンクリートの品質（外観を含む）にそれぞれ悪影響を及ぼす

物質を有害量含んではならない。 

※ 悪影響を及ぼす物質とは、ゴミ、泥、有機不純物、塩化物、金属鉄、金

属アルミニウム、ポップアウトの原因となる物質（生石灰の粒など）等を

いう。 

  

コンクリート用骨材を混合使用する場合の取り扱いは、JIS A 5308 の付属書 A

の A．9に規定されており、溶融スラグ骨材については、混合使用することを前提

としているため通常骨材と同様の規定とした。 

  スラグ骨材とは、JIS A 5364 の 4.1.2.4 スラグ骨材に規定されているものを

いう。 

 

2-2 溶融スラグ骨材の品質基準 

 

溶融スラグ骨材の品質基準は、以下の項目を標準とする。 
１）有害物質の溶出量 
２）有害物質の含有量 
３）化学成分及び塩化物量 
４）膨張率 
５）アルカリシリカ反応性 
６）粒度範囲及び粗粒率 
７）物理的性質 
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2－3 有害物質の溶出量及び含有量 

  

１）使用する溶融スラグ骨材の有害物質の溶出量は、溶融スラグ骨材単体に

おいて JIS A 5031の 5.2若しくは、土壌の汚染に係る環境基準（環境庁告

示 46号）に示す試験方法いずれかにより試験を行い表３の規定に適合しな

ければならない。 
 
        表３  有害物質の溶出量基準 

項目 溶出量 試験方法 
カドミウム 0.01mg／ℓ以下  

JIS A 5031の5.2 

（JIS K 0058－1.5） 
若しくは、 

土壌の汚染に係る環境

基準（環境庁告示46号）

に示す試験方法 

鉛 0.01mg／ℓ以下 
六価クロム 0.05mg／ℓ以下 

ひ素 0.01mg／ℓ以下 
総水銀 0.0005mg／ℓ以下 
セレン 0.01mg／ℓ以下 
ふっ素 0.8mg／ℓ以下 
ほう素 1.0mg／ℓ以下 

 
２）使用する溶融スラグ骨材の有害物質の含有量は、溶融スラグ骨材単体に

おいて JIS A 5031の 5.3によって試験を行い表４の規定に適合しなければ

ならない。 
          表４ 有害物質の含有量基準 

項目 含有量 試験方法 
カドミウム 150mg／kg以下 JIS A 5031の5.3 

（JIS K 0058－2） 

 

 

鉛 150mg／kg以下 
六価クロム 250mg／kg以下 

ひ素 150mg／kg以下 
総水銀 15mg／kg以下 
セレン 150mg／kg以下 
ふっ素 4000mg／kg以下 
ほう素 4000mg／kg以下 

 
３）上記試験は、溶融固化施設管理者などの製造者が、実施し試験成績表な

どの品質証明書を使用者に提示しなければならない。またこの試験成績表

などの品質証明書は、製造者において 10年間保存するものとする。 
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   製造者とは、溶融固化の施設管理者あるいは、破砕・分級・金属除去による

骨材の品質調整を行う事業者で、使用者に JIS A 5031 に適合する溶融スラグ

骨材を試験成績表などの品質証明書の提示とともに安定供給する者をいう。 

   使用者とは、製造者から JIS A 5031 に適合する溶融スラグ骨材を購入し、

コンクリート材料の骨材として用い URC 製品及び RC 製品を製造する者をい

う。 

  

2－4 化学成分及び塩化物量 

 

１）溶融スラグ骨材の化学成分は、表５の規格を満足しなければならない。 
     
       表５  溶融スラグ骨材の化学成分 

項   目 溶融スラグ粗骨材 
溶融スラグ細骨材 

酸化カルシウム(CaOとして) ％ 45.0以下 
全硫黄(Sとして) ％ 2.0以下 
三酸化硫黄（SO3として） ％ 0.5以下 
金属鉄（Feとして） ％ 1.0以下 

 
酸化カルシュウム、全硫黄及び三酸化硫黄の化学分析試験は、JIS A 5011

－3の付属書 1によるものとする。 
金属鉄(Fe として)の化学分析試験は、JIS A 5011－2の付属書 1の 10（金

属鉄定量方法）によるものとするが、金属鉄が過大となる場合は、JIS A 5031

の付属書 2によるものとする。 
２）溶融スラグ骨材の塩化物量は、JIS A 5011－3の付属書 1により、試験を行い

NaCl 量として0.04％以下でなければならない。 

 

2－5 膨張率 

 

溶融スラグ骨材は、JIS A 5031の付属書 1によってモルタルの膨張率試験を

行い、それを利用したモルタルの膨張率が２％以下でなければならない。 
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2－6 物理的性質 

 

１）溶融スラグ骨材の物理的性質は、表６の右欄の試験方法をおこない、表６の

規定に適合しなければならい。 
 
        表６  溶融スラグ骨材の物理的性質 

試験項目 溶融スラグ細骨材 試験方法 
絶乾密度g／cm 2.5以上 ３ JIS A 1109 

JIS A 1109 吸水率 ％ 3.0以下 
安定性 ％ 10以下 JIS A 1122 

粒径判定実績率％ 53以上 JIS A 5005 

微粒分量％ 7.0以下 JIS A 1103 （ 注 ） 
注） コンクリートの表面がすりへり作用を受けるものは、5.0％以下とす 

る。 

 

2－7 アルカリシリカ反応性 

 

  溶融スラグ骨材のアルカリシリカ反応性については、「JIS A 1145 骨材のア

ルカリシリカ反応性試験方法（化学法）」、「JIS A 1146 骨材のアルカリシリカ

反応性試験方法（モリタルバー法）」、または「JIS A 1804 コンクリート生産

工程管理用試験方法―骨材のアルカリシリカ反応試験方法（迅速法）」のいず

れかによる試験を行い、無害と判断されなければならない。 

ただし、1.2 ㎜溶融スラグ細骨材をモルタルバー法試験に使用する場合の、

骨材の粒度範囲分布及びモルタルバー法試験におけるモルタル配合は JIS A 

5031 5.9の規定によるものとする。 
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 2－8  溶融スラグ骨材の粒度範囲及び粗粒率 

 

１）溶融スラグ細骨材の粒度範囲は、表７によるものとする。 
 
      表７  溶融スラグ細骨材の粒度範囲 

区分 

ふるいの呼び寸法（公称目開き）                        

（9.5㎜・4.75㎜・2.36㎜・1.18㎜・600μm・300μm・150μm） 
ふるいを通るものの質量百分率（％） 

10 5 2.5 1.2 0.6 0.3 0.15 
5㎜溶融スラグ  

細骨材 
100 90～ 

100 
80～ 
100 

50～ 
90 

25～ 
65 

10～ 
35 

2～ 
15 

2.5㎜溶融スラグ 

細骨材 
100 95～ 

100 
85～ 
100 

60～ 
95 

30～ 
70 

10～ 
45 

5～ 
20 

1.2㎜溶融スラグ 

細骨材 
― 

100 95～ 
100 

80～ 
100 

35～ 
80 

15～ 
50 

10～ 
30 

5～0.3㎜溶融スラ

グ細骨材 
100 95～ 

100 
45～ 
100 

10～ 
70 

0～ 
40 

0～ 
15 

0～ 
10 

 
２） 粗粒率は購入契約時に定めた粗粒率と比べ±0.20 以上変化してはならない。 
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 2－9 溶融スラグ骨材の検査 

 

１）製造者は、溶融スラグが安全であることを定期的に確認し、使用者の要求

に応じ試験成績表などの品質証明書を提示するとともに 10 年間保存するも

のとする。 

 ２）製造者は、本市が、施工された溶融スラグ骨材入り URC 製品及び RC 製

品を再生利用・加工する場合、または撤去処分する場合の対応策を講ずるに

際して有害物質の含有量及び溶出量の試験成績表などの品質証明書の確認要

求に対して協力するものとする。 

 

（１）検査項目 
製造者は、2－2から 2－8の品質について定期的に検査を行い、溶融スラグ

骨材が品質基準に適合していることを確認しなければならない。 
（２）溶融スラグ骨材のロット管理 

    溶融骨材スラグのロットは、受け入れる溶融対象物の性状及び運転条件等

の変更によって品質の変化を生じた時点で別ロットとし、溶融スラグの品質

を定期的な検査で確認する。 

（３）検査の実施 

検査は、製造者が行うものとし、検査項目に係る試験の頻度は、下記のとおり

とする。 

検査の試料については、同一ロットにつき 1 ヶ月につき 1 回以上採取・保管

するものとする。 

検査項目の内、有害物質の溶出量試験及び含有量試験は 1 ヶ月に 1 回以上検

査を実施するものとする。その他の項目は、３ヶ月に 1回以上検査を実施する。 

 なお、操業時及び十分なデータが蓄積されるまでの間は、全項目について１

ヶ月に１回以上検査を実施するものとする。 

ただし、十分なストックヤードを確保し、事前に検査して出荷時に試験値を

確認できる場合は上記の検査頻度は別途考慮する。 

また、製造者は、試験成績表などの品質証明書の検査結果を 10 年間保存し、

使用者から要求があった場合、試験成績書を提出しなければならない。   
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３．溶融スラグ骨材コンクリートの配合 

 

3－1 示方配合 

 

１）JIS認証品以外の場合 
ア) コンクリートの示方配合（計画配合）は、成形及び養生方法を考慮して、URC

製品及びRC製品が所要の強度、耐久性、水密性等を有するよう定めるものと

する。 
イ)  コンクリートの示方配合（計画配合）を定める場合の基本原則は、JIS A 5364

の 4.2によるものする。ただし、URC製品及びRC 製品とも水セメント比は、

55％以下とする。 
ウ) 示方配合（計画配合）は、原則として試し練りを行って定めるものとする。

ただし、溶融スラグ骨材の使用実績が十分ある場合には、試験結果等を提示す

ることにより試し練りを省略できるものとする。 
２）JIS認証品の場合 
  示方配合、試験練りについては、省略できるものとする。 

  

JIS認証品以外の場合 

「使用実績が十分」とは、過去 1年以内にコンクリート工場で試し練りを実

施し、示方配合を定め、URC 製品、RC 製品を製作し、現場で施工した実績

があり、なおかつ試験結果及び施工記録等を提示できる場合をいう。 

 

3－2 目標性能 

 

次に示す項目は、URC製品及びRC製品に要求される性能を考慮して適切に定

めるものとする。 
 ア） 配合強度       イ） スランプ     ウ） 空気量  
 エ） 単位容積質量     オ） 水セメント比   カ） 単位水量 
 キ） 単位セメント量    ク） 細骨材率（単位粗骨材かさ容積） 
 ヶ） 混和材（剤）の使用量 コ） 試し練りと配合の調整 
 サ） 現場配合の定め方 

 

URC製品及びRC製品に要求される性能は、JIS認証品は JIS A 5362によるも

のとし、JIS認証品以外は、JIS A 5362に準じ、製造計画書に定めるものとする。 
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3－3 設計基準強度 

 

１） 設計基準強度は、35N／㎜２

２） 設計基準強度は、設計において基準となる強度である。 
以下とする。 

URC製品及びRC製品に用いるコンクリートの圧縮強度は、JISA5364付

属書 A(参考) A．2品質を満足するものとし、設計基準強度を確保するもの

とする。 

 

3－4 溶融スラグ骨材の混合率 

 

細骨材スラグ混合率は、全細骨材の質量に対する割合とし、30％を標準とす

る。 
ただし、JISA5371 付属書 B に規定する舗装・境界ブロック類Ⅰ類及びこれ

に準じるURC製品については、URC製品の特性及び要求される強度、耐久性、

環境などの適用及び使用実績等を証明することができる場合は、別途考慮する

ものとする。 

 

４ URC製品及びRC製品の製作 

 

 4－1 溶融スラグ骨材使用者の責務 

 

１） 使用者は、製造者の試験成績表などの品質証明書を確認し溶融スラグ骨

材を受け入れるものとする。 
２） 使用者は、製造者から提示された試験成績表などの品質証明書(写し)をつ

けてURC製品及びRC製品を工事施工者等に納入するものとする。 
３） 使用者は、製作した溶融スラグ骨材入りURC製品及びRC製品の製作日・

製造者名試験成績表などの品質証明書番号について記録し、再生利用等を

図るまで保存するものとする。 
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4－2 製作 

 

 １）使用者は、溶融スラグ骨材の入荷の都度、目視によって異物の混入や石質、

粒径の確認を行い、納品書によって数量を確認するものとする。 
２）使用者は、溶融スラグ骨材の積込み、運搬、荷卸し時等には、発塵及び飛

散の防止対策を講じるものとする。 
３）使用者は、溶融スラグ骨材の種類、粒度及び製造者別にそれぞれ区切りを

設けるなど別々に貯蔵し管理するものとする。 
４）使用者は、1 つのURC 製品及びRC製品の製作に際しては原則として複数

の製造者から購入した溶融スラグ骨材を混合して使用してはならない。 

 

 4－3 表示 

 

 １）使用者は、溶融スラグ骨材コンクリートを用いている旨の表示を URC 製

品及びRC製品に行うものとする。 
   表示事項は、 

ア）溶融スラグ骨材の種類 （表２「記号」の欄に示すもの） 

イ）使用者名または略号 

ウ）製作年月日または略号 

エ）溶融スラグ骨材入りを用いていることを示すシンボルマーク 

オ）製品の特性を示す記号 

 

溶融スラグ骨材入りシンボルマーク表示例 
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５．URC製品及びRC製品の最終検査及び工事施工者の行う品質管理 

 

 5－1 最終検査 

 

１）最終検査とは、使用者が品質保証のために実施するURC製品及びRC 製

品の検査をいう。 

２）URC製品及びRC製品の性能検査項目及び検査ロットの大きさは、別紙

「溶融スラグ骨材入りURC製品及び RC製品性能規定」によるものとする。 

３）URC 製品及び RC 製品の検査方法のうち性能の検査は、別途定める「溶

融スラグ骨材入りURC製品及びRC製品性能規定」によるものとする。 

４）JISA5371、JISA5372に準じるURC製品及びRC製品の外観・形状及び寸

法の検査方法は、JISA5371及び JISA5372の規定に準じるものとする。 

５）４）以外のURC製品及びRC製品の外観・形状及び寸法の検査方法は、

使用者が定める製造計画書によるものとする。 

 

使用者とは、本基準 2－3「有害物質の溶出量及び含有量」の解説で述べる使用

者をいう。 

  

5－2  工事施工者の行う品質管理 

 

 

 

 

 

１）工事施工者が行う URC 製品及び RC 製品の品質管理基準は、別紙「溶融

スラグ骨材入り URC 製品及び RC 製品性能規定」の品質管理基準によるも

のとする。 

２）URC製品及びRC製品の試験項目に係る試験方法等は、別紙「溶融スラグ

骨材入り URC 製品及び RC 製品性能規定」に定める最終検査性能検査項目

の試験方法によるものとする。 

  試験項目が、圧縮強度に規定する場合は、別紙「溶融スラグ骨材入りURC
製品及びRC製品性能規定」の品質管理基準の試験項目によるものとする。 
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６ その他留意点 

 

 6－1 工事施工者の責務 

 

１） 工事施工者は、使用者から提示された試験成績表などの品質証明書を確認

し溶融スラグ骨材入りURC製品及びRC製品を受け入れるものとする。 
２） 工事施工者は、溶融スラグ骨材の試験成績表などの品質証明書を添付した

材料承認願を本市監督員（以下「監督員」という。）に提出し、承諾を得た

後使用するものとする。 
３） 工事施工者は、工事完成後溶融スラグ骨材入りURC製品及びRC製品名・

使用数量・使用箇所・使用者名・製造者名を記した工事記録書（別紙様式）

を作成し監督員に提出するものとする。 
４） 工事施工者は、工事により残さとなったURC製品及びRC製品の廃棄処

分は、適正な手続きおよび方法により行うものとする。 

 

 工事施工の残材及び加工時の分離した溶融スラグ骨材を廃棄する場合には産業廃

棄物となるので適正な手続きのもとで処理するものとする。 

 

 6－2 本市の責務 

 

１）監督員は、工事施工者から提出される溶融スラグ骨材の試験成績表などの

品質証明書を添付した材料承認願を別途定める「溶融スラグ骨材入りURC
製品及びRC製品性能規定規格」と検証し、適合することが確認された場合

には承諾するものとする。 
２）監督員は、工事施工者から提出される工事記録書を整理保存するものとす

る。 
３）施工された溶融スラグ骨材入り URC 製品及び RC 製品を再生利用・加工

する場合及び撤去処分する場合には、工事記録書に基づき製造者に溶融スラ

グ骨材の有害物質の含有量及び溶出量に関する試験成績表を確認し対応策を

講ずるものとする。 
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 6－3  その他 

 

１） 本基準に規定されていない事項は、土木学会「コンクリート標準示方書（施

工編）」または、財団法人建材技術センター「溶融スラグ骨材コンクリート 利
用マニュアル」(平成 18年９月）によるものとする。 

２） 国等関係機関、団体等において、溶融スラグ骨材コンクリートに関する新基

準の策定等がなされ、本基準の見直しが必要と判断される場合には、本基準を

改正するものとする。 

 

 

 

附則 

 １．この基準は、平成２５年１０月 １日から施行する。 
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様式 

 

  分類 
区分 

第１ 第２ 第３ 第４ 

      

簿冊  

 

工 事 記 録 書 
（溶融スラグ骨材入りURC・RC製品） 

 
                                                           平成   年   月   日 
 

 名 古 屋 市 長 

                                        工事施工者（請負人 ）（住所） 
                                                    （氏名） 
   

  次のとおり溶融スラグ入りURC・RC製品を使用し施工したので工事記録書を提出します。 

工事件名：                            

U R C ・ R C 製 品 名  

URC・RC製品使用数量 
（個・本）  

URC・RC製品使用箇所  

溶融スラグ骨材使用者名  

溶融スラグ骨材製造者名    

   上記のとおり工事施工者（請負人）から工事記録書の提出がありました。 
  平成  年  月  日 
 
 

                担当監督員（所 属） 
                                        （職氏名） 
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 曲げ強度荷重  破壊荷重
 ひび割れ

荷重
 ロット

抜き取り数
 検査ロットの

大きさ

A  片面歩車道
境界ブロック

B B－２
 スパン　520㎜
　片面 ２３KN
　両面２４KN)

                  -                   -

B  片面歩車道
境界ブロック

B B－２
 スパン　520㎜
　片面４０KN
　両面　４２KN

                  -                   -

C  片面歩車道
境界ブロック

B B－２
 スパン　520㎜
　片面６０KN
　両面６３KN )

                  -                   -

D  片面歩車道
境界ブロック

B B－２
 スパン　520㎜
１１KN )

                  -                   -

E  片面歩車道
境界ブロック

B B－２
 スパン　520㎜
１６KN )

                  -                   -

A A５３７２ 路面排水溝類 Ｌ形側溝

 L形側溝　２種（マウント
高100㎜超）
（a=500、Ｌ=2.0ｍ　0.6ｍも
OK）

E Eー４

 スパン　５７０㎜
１０４KN）
若しくは
社内規定による。

                  -                   -

B A５３７２ 路面排水溝類 Ｌ形側溝

 L形側溝　２種
（マウント高100㎜超）
（a=500、Ｌ=2.0ｍ　0.6ｍも
OK）

E Eー４

 スパン　６００㎜
９７KN）
若しくは
社内規定による。

                  -                   -

C A５３７２ 路面排水溝類 Ｌ形側溝

 L形側溝　２種
（マウント高100㎜超）
（a=500、Ｌ=2.0ｍ　0.6ｍも
OK）

E Eー４

 (スパン　６１０㎜
　９５KN）
若しくは
社内規定による

                  -                   -

Rブロック A５３７２ 路面排水溝類 Ｌ形側溝
 L形側溝　２種
（a=500、Ｌ=2.0ｍ　0.6ｍも
OK）

E Eー４－１                                  -                   -                   - 適用外
 コンクリート

圧縮強度管理
代用

 コンクリート品質
圧縮強度

 コンクリート
圧縮強度管理
代用

                       - -                   

A A５３７１ 舗装・境界ブロック類 境界ブロック  地先境界ブロック B B－２
 スパン　520㎜
６．５KN）

                  -                   -

C A５３７１ 舗装・境界ブロック類 境界ブロック  地先境界ブロック B B－２
 スパン　520㎜
１３　KN）

                  -                   -

 C－１
(B＝１８０）

A５３７１ 路面排水溝類 Ｌ形側溝  L形側溝 C C－１
 スパン　２４０㎜
　３３KN）                   -                   -

 C－３(歩道用）
(B＝２５５）

A５３７１ 路面排水溝類 Ｌ形側溝  L形側溝 C C－１  社内規定                   -                   -

 C－４(頭なし）
(B＝１８０）

A５３７１ 路面排水溝類 Ｌ形側溝  L形側溝 C C－１                                   -                   -                   -

 C－５（頭なし）
(B＝２５５）

A５３７１ 路面排水溝類 Ｌ形側溝  L形側溝 C C－１                                   -                   -                   -

 B
(B＝２５０）

A５３７１ 路面排水溝類 Ｌ形側溝  L形側溝
250　B

C C－１
 スパン　３５０㎜
　２６KN                   -                   - 2個  1，00０個につき

1回
 曲げ試験

曲げ強度荷重
 1，00０個につき

1回
 2個 330個

 溶融スラグ骨材入りURC製品　及び　RC製品　　性能規定
社内規定の場合、　　構造計算書等根拠資料添付

 品質管理基準（工事施工者）

プレキャストコンクリート製品名
 準用
JIS
規格

大分類 小分類 種類 付属書  推奨
仕様

最終検査　性能検査項目

 圧縮強度  試験項目  試験基準  １回試験当り個数  省略限度

 
歩
車
道

境
界
ブ
ロ

ッ
ク

L
＝

６
０
０

A５３７１ 舗装・境界ブロック類 境界ブロック 2個  1，00０個につき
1回

 ２４N／mm2以上
(供試体）

 曲げ試験
曲げ強度荷重

 1，00０個につき
1回

 2個 330個

 
L
形
街
渠

ブ
ロ

ッ
ク

2個  1，00０個につき
1回

 ２７N／mm2以上
(供試体）

 曲げ試験
曲げ強度荷重

 1，00０個につき
1回

 2個 330個

 
地
先
境
界

ブ
ロ

ッ
ク

2個  1，00０個につき
1回

 ２４N／mm2以上
(供試体）

 曲げ試験
曲げ強度荷重

 1，00０個につき
1回

 2個 330個

 
L
形
側
溝

2個  1，00０個につき
1回

 ２７N／mm2以上
(供試体）

 曲げ試験
曲げ強度荷重

 1，00０個につき
1回

 2個 330個

適用外
 コンクリート

圧縮強度管理
代用

 コンクリート品質
圧縮強度

 コンクリート
圧縮強度管理

代用
                       - -                   
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 曲げ強度荷重  破壊荷重
 ひび割れ

荷重
 ロット

抜き取り数
 検査ロットの

大きさ

 溶融スラグ骨材入りURC製品　及び　RC製品　　性能規定
社内規定の場合、　　構造計算書等根拠資料添付

 品質管理基準（工事施工者）

プレキャストコンクリート製品名
 準用
JIS
規格

大分類 小分類 種類 付属書  推奨
仕様

最終検査　性能検査項目

 圧縮強度  試験項目  試験基準  １回試験当り個数  省略限度

 A　１８０ A５３７２ 路面排水溝類
 U形側溝
上ふた式
U形側溝

 １種
上ふた式
１種、2種

E  Eー１
Eー２

 スパン　140㎜
１４KN                   -                   -

 A　２４０ A５３７２ 路面排水溝類
 U形側溝
上ふた式
U形側溝

 １種
上ふた式
１種、2種

E  Eー１
Eー２

 スパン　１９０㎜
　16KN

                  -                   -

 A　300B A５３７２ 路面排水溝類
 U形側溝
上ふた式
U形側溝

 １種
上ふた式
１種、2種

E  Eー１
Eー２

 スパン　２５０㎜
　17KN

                  -                   -

 A　300C A５３７２ 路面排水溝類
 U形側溝
上ふた式
U形側溝

 １種
上ふた式
１種、2種

E  Eー１
Eー２

 スパン　２５０㎜
２０KN）

                  -                   -

 A　3６0B A５３７２ 路面排水溝類
 U形側溝
上ふた式
U形側溝

 １種
上ふた式
１種、2種

E  Eー１
Eー２

 スパン　３１０㎜
　１６KN

                  -                   -

 A　４５０ A５３７２ 路面排水溝類
 U形側溝
上ふた式
U形側溝

 １種
上ふた式
１種、2種

E  Eー１
Eー２

 スパン　３８０㎜
　１６KN

                  -                   -

 A　６００ A５３７２ 路面排水溝類
 U形側溝
上ふた式
U形側溝

 １種
上ふた式
１種、2種

E  Eー１
Eー２

 スパン　５５０㎜
　１４KN

                  -                   -

 B　２５０ A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

 １種 E Eー３
 スパン　２５０㎜
２２KN

                  -                   -

 300A A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

 １種 E Eー３
 スパン　３００㎜
２２KN

                  -                   -

 B　300B A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

 １種 E Eー３
 スパン　３００㎜
２５KN

                  -                   -

 B　300C A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

 １種 E Eー３
 スパン　３００㎜
２９KN

                  -                   -

 B　400A A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

 １種 E Eー３
 スパン　４００㎜
１９KN

                  -                   -

 B　400B A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

 １種 E Eー３
 スパン　４００㎜
　２２KN

                  -                   -

 B　500A A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

 １種 E Eー３  スパン　５００㎜　１８KN                   -                   -

 B　500B A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

 １種 E Eー３
 スパン　５００㎜
２０KN

                  -                   -

 C　２５０ A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

 ３種 E Eー３
 スパン　２５０㎜
３７KN

                  -                   -

 ３００A A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

 ３種 E Eー３
 スパン　３００㎜
３６KN

                  -                   -

 C　300B A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

 ３種 E Eー３
 スパン　３００㎜
３７KN

                  -                   -

 C　300C A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

 ３種 E Eー３
 スパン　３００㎜
４９KN

                  -                   -

 C　400A A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

 ３種 E Eー３
 スパン　４００㎜
２８KN

                  -                   -

 C　400B A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

 ３種 E Eー３
 スパン　４００㎜
３７KN

                  -                   -

 C　500A A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

 ３種 E Eー３
 スパン　５００㎜
３０KN

                  -                   -

 C　500B A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

 ３種 E Eー３
 スパン　５００㎜
３８KN

                  -                   -

 
U
　
　
形
　
　
側
　
　
溝

2個  1，00０個につき
1回

 ２４N／mm2以上
２４N／mm2以上
２７N／mm2以上

(供試体）

 曲げ試験
曲げ強度荷重

 1，00０個につき
1回

 2個 330個

 ２７N／mm2以上
(供試体）
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 曲げ強度荷重  破壊荷重
 ひび割れ

荷重
 ロット

抜き取り数
 検査ロットの

大きさ

 溶融スラグ骨材入りURC製品　及び　RC製品　　性能規定
社内規定の場合、　　構造計算書等根拠資料添付

 品質管理基準（工事施工者）

プレキャストコンクリート製品名
 準用
JIS
規格

大分類 小分類 種類 付属書  推奨
仕様

最終検査　性能検査項目

 圧縮強度  試験項目  試験基準  １回試験当り個数  省略限度

 A１種
１８０

A５３７２ 路面排水溝類  上ふた式
U形側溝

 １種 E Eー２
 スパン　２１０㎜ ５KN
スパン　２１０㎜　６KN

                  -                   -

 A１種
　２４０

A５３７２ 路面排水溝類  上ふた式
U形側溝

 １種 E Eー２
 スパン　２８０㎜７KN
スパン　２８０㎜　８KN

                  -                   -

 A１種
　300

A５３７２ 路面排水溝類  上ふた式
U形側溝

 １種 E Eー２
 スパン　３５０㎜９KN
スパン　３５０㎜　１０KN

                  -                   -

 A１種
　3６0

A５３７２ 路面排水溝類  上ふた式
U形側溝

 １種 E Eー２
 スパン　４１０㎜　９KN
スパン　４１０㎜　１０KN

                  -                   -

 A１種
４５０

A５３７２ 路面排水溝類  上ふた式
U形側溝

 １種 E Eー２
 スパン　５００㎜　９KN
スパン　５００㎜　１０KN

                  -                   -

 A１種
　６００

A５３７２ 路面排水溝類  上ふた式
U形側溝

 １種 E Eー２
 スパン　６７０㎜　９KN
スパン　６７０㎜１０KN

                  -                   -

 A２種
１８０

A５３７２ 路面排水溝類  上ふた式
U形側溝

 ２種 E Eー２
 スパン　２１０㎜　３４KN
スパン　２１０㎜ ４０KN

                  -                   -

 A２種
　２４０

A５３７２ 路面排水溝類  上ふた式
U形側溝

 ２種 E Eー２
 スパン　２８０㎜　３０KN
スパン　２８０㎜　３５KN

                  -                   -

 A２種
　300

A５３７２ 路面排水溝類  上ふた式
U形側溝

 ２種 E Eー２
 スパン　３５０㎜　２５KN
スパン　３５０㎜　３０KN

                  -                   -

 A２種
　3６0

A５３７２ 路面排水溝類  上ふた式
U形側溝

 ２種 E Eー２
 スパン　４１０㎜　２５KN
スパン　４１０㎜　３０KN

                  -                   -

 A２種
４５０

A５３７２ 路面排水溝類  上ふた式
U形側溝

 ２種 E Eー２
 スパン　５００㎜　３３KN
スパン　５００㎜　４０KN

                  -                   -

 A２種
　６００

A５３７２ 路面排水溝類  上ふた式
U形側溝

 ２種 E Eー２
 スパン　６７０㎜　３７KN
スパン　６７０㎜　４５KN

                  -                   -

 B
２５０

A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

１種 E Eー３  スパン　３００㎜　９KN                   -                   -

 B
３００

A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

１種 E Eー３  スパン　３５０㎜　８KN                   -                   -

 B
４００

A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

１種 E Eー３  スパン　４５０㎜　９KN                   -                   -

 B
５００

A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

１種 E Eー３  スパン　５６０㎜　９KN                   -                   -

 C
２５０

A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

３種 E Eー３  スパン　３００㎜　２８KN                   -                   -

 C
３００

A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

３種 E Eー３
 スパン　３５０㎜
　２７KN

                  -                   -

 C
４００

A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

３種 E Eー３
 スパン　４５０㎜
　２８KN

                  -                   -

 C
５００

A５３７２ 路面排水溝類  落ちふた式
U形側溝

３種 E Eー３
 スパン　５６０㎜
　３０KN

                  -                   -

A　１８０ A５３７２ 路面排水溝類
 U形側溝
上ふた式
U形側溝

 １種
上ふた式
１種、2種

E  Eー１
Eー２

 スパン　140㎜
　１４KN                   -                   -

A　２４０ A５３７２ 路面排水溝類
 U形側溝
上ふた式
U形側溝

 １種
上ふた式
１種、2種

E  Eー１
Eー２

 スパン　１９０㎜
　16KN

                  -                   -

 A　３００
（３００B）

A５３７２ 路面排水溝類
 U形側溝
上ふた式
U形側溝

 １種
上ふた式
１種、2種

E  Eー１
Eー２

 スパン　２５０㎜
　17KN

                  -                   -

 透水性
UB　２４０

A５３７２ 路面排水溝類
 U形側溝
上ふた式
U形側溝

 １種
上ふた式
１種、2種

E  Eー１
Eー２

 スパン　１９０㎜
　16KN

                  -                   - -                            

 透水性
UB　３００

A５３７２ 路面排水溝類
 U形側溝
上ふた式
U形側溝

 １種
上ふた式
１種、2種

E  Eー１
Eー２

 スパン　２５０㎜
　17KN

                  -                   - -                            

 
U
　
　
形
　
　
側
　
　
溝
　
　
用
　
　
ふ
た

2個  1，00０個につき
1回

 ２４N／mm2以上
(供試体）

 曲げ試験
曲げ強度荷重

 1，00０個につき
1回

 2個 330個

 ２７N／mm2以上
(供試体）

 
公
園

U
形
側
溝

2個  1，00０個につき
1回

 ２４N／mm2以上
２４N／mm2以上
２７N／mm2以上

(供試体）
 曲げ試験

曲げ強度荷重
 1，00０個につき

1回
 2個 330個



4 / 8 ページ

 曲げ強度荷重  破壊荷重
 ひび割れ

荷重
 ロット

抜き取り数
 検査ロットの

大きさ

 溶融スラグ骨材入りURC製品　及び　RC製品　　性能規定
社内規定の場合、　　構造計算書等根拠資料添付

 品質管理基準（工事施工者）

プレキャストコンクリート製品名
 準用
JIS
規格

大分類 小分類 種類 付属書  推奨
仕様

最終検査　性能検査項目

 圧縮強度  試験項目  試験基準  １回試験当り個数  省略限度

A　２４０                   -                   -

 A　３００                   -                   -

A　３６０                   -                   -

A　４５０                   -                   -

B　２５０                   -                   -

B　３００A                   -                   -

B　３００B                   -                   -

B　３００C                   -                   -

B　４００A                   -                   -

B　４００B                   -                   -

B　５００A                   -                   -

B　５００B                   -                   -

２５０                   -                   -

３００A                   -                   -

３００B                   -                   -

３００C                   -                   -

４００A                   -                   -

４００B                   -                   -

５００A                   -                   -

５００B                   -                   -

 
横
断
暗
渠
工
A

 該当
JIS規格

なし
該当　JIS規格　なし  社内規定 2個  300個につき1回  社内規定

 曲げ試験
曲げ強度荷重

 300個につき1回  2個 100個

 
横
断
暗
渠
工
B

 　該当
JIS規格
　なし

該当　JIS規格　なし  社内規定 2個  300個につき1回  社内規定
 曲げ試験

曲げ強度荷重
 300個につき1回  2個 100個

 
横
断
グ
レ
ー

チ
ン
グ
工
E

 該当
JIS規格

なし
該当　JIS規格　なし  社内規定 2個  1，00０個につき

1回
 社内規定

 曲げ試験
曲げ強度荷重

 1，00０個につき
1回

 2個 33０個
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 曲げ強度荷重  破壊荷重
 ひび割れ

荷重
 ロット

抜き取り数
 検査ロットの

大きさ

 溶融スラグ骨材入りURC製品　及び　RC製品　　性能規定
社内規定の場合、　　構造計算書等根拠資料添付

 品質管理基準（工事施工者）

プレキャストコンクリート製品名
 準用
JIS
規格

大分類 小分類 種類 付属書  推奨
仕様

最終検査　性能検査項目

 圧縮強度  試験項目  試験基準  １回試験当り個数  省略限度

桝用ブロックA -                                                    -                   -

桝用ブロック　B -                                                    -                   -

桝用ブロック　C -                                                    -                   -

桝用ブロックD -                                                    -                   -

桝用ブロック　E -                                                    -                   -

桝用ブロック　F -                                                    -                   -

桝用ブロック（１） -                                                    -                   -

 桝用ブロック（２）
穴あき

-                                                    -                   -

街渠特殊桝ブロック -                                                    -                   -

 街渠特殊桝ブロック
　穴あき

-                                                    -                   -

街渠桝用ブロックA -                                                    -                   -

街渠桝用ブロックB -                                                    -                   -

街渠桝用境界ブロックB -                                                    -                   -

街渠桝用境界ブロックC -                                                    -                   -

 特殊桝ブロック
L形側溝用

-                                  -                                    -

 特殊桝ブロック
L形側溝用
　穴あき

-                                  -                                    -

 特殊街渠桝ブロック
Ｈ=６００

-                                  -                                    -

 特殊街渠桝ブロック
Ｈ=９００

-                                  -                                    -

桝縁ブロック -                                  -                                    -

側溝桝蓋 -                                  -                                    -

桝境界ブロックC -                                  -                                    -

L形桝上部ブロックⅠ -                                  -                                    -

L形桝上部ブロックⅡ -                                  -                                    -

 
桝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類
　
　
　
　

（
１

）

 該当
JIS規格

なし
該当　JIS規格　なし 適用外

 コンクリート
圧縮強度管理

代用

 コンクリート
圧縮強度管理

代用
                       - -                    ２４N／mm2以上

(供試体）
 コンクリート品質

圧縮強度
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 曲げ強度荷重  破壊荷重
 ひび割れ

荷重
 ロット

抜き取り数
 検査ロットの

大きさ

 溶融スラグ骨材入りURC製品　及び　RC製品　　性能規定
社内規定の場合、　　構造計算書等根拠資料添付

 品質管理基準（工事施工者）

プレキャストコンクリート製品名
 準用
JIS
規格

大分類 小分類 種類 付属書  推奨
仕様

最終検査　性能検査項目

 圧縮強度  試験項目  試験基準  １回試験当り個数  省略限度

雨水桝蓋 -                                  -                                    -

 雨水桝ブロックB
２４０

-                                  -                                    -

 雨水桝ブロックB
　３００

-                                  -                                    -

 雨水桝ブロックB
３６０

-                                  -                                    -

 雨水桝ブロックB
４００

-                                  -                                    -

 雨水桝ブロックB
穴あき　２４０

-                                  -                                    -

 雨水桝ブロックB
穴あき　３００

-                                  -                                    -

 雨水桝ブロックB
　穴あき３６０

-                                  -                                    -

 雨水桝ブロックB
穴あき４００

-                                  -                                    -

 コンクリート角桝
４５０×３００

-                                  -                                    -

 コンクリート角桝
４５０×１５０

-                                  -                                    -

 自由勾配側溝　３００×
　　（３００～８００）

-                                    -

 自由勾配側溝４００×
　　（４００～８００）

-                                    -

 自由勾配側溝　５００×
　　（５００～８００）

-                                    -

３００用蓋（車道用,） -                                    -

４００用蓋（車道用,） -                                    -

５００用蓋（車道用） -                                    -

３００用蓋（軽荷重） -                                    -

４００用蓋（軽荷重） -                                    -

５００用蓋（軽荷重） -                                    -

一般平板 A５３７１ 舗装・境界ブロック類 平板 普通平板 B B-1
 スパン　２４０㎜
３kN～３５．６KN

-                                    - -                            

透水性平板 A５３７１ 舗装・境界ブロック類 平板 普通平板 B B-1
 スパン２４０㎜
9KN～２６．７KN

-                                    - -                            

洗出平板
 スパン　２４０㎜
３kN～３５．６KN

-                                    - -                            

擬石平板
 スパン　２４０㎜
３kN～３５．６KN

-                                    - -                            

透水性ILB A５３７１ 舗装・境界ブロック類 IJB 透水ブロック B B－３
 3N/mm2　or
　5N/mm2

                  -

ILB A５３７１ 舗装・境界ブロック類 IJB 普通ブロック B B－３
 3N/mm2　or
5N/mm2

                  -

 視覚障害者
誘導用点状ブロック

                  -                   -
 2、000個につき
1回

-                             曲げ試験
曲げ強度荷重

 2、000個につき
1回

660個

 
桝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類
　
　
　
　

（
２

）

 該当
JIS規格

なし
該当　JIS規格　なし 適用外

 コンクリート
圧縮強度管理

代用

 社内規定 2個

 該当
JIS規格
　なし

該当　JIS規格　なし

 1，00０個につき
1回

 2個 330個

 ２４N／mm2以上
(供試体）

 コンクリート品質
圧縮強度

 コンクリート
圧縮強度管理

代用
                       - -                   

 
舗
装
工

3個

 2、000個につき
1回

 曲げ試験
曲げ強度荷重

 1，00０個につき
1回

 ３０N／mm2以上
(供試体）

 曲げ試験
曲げ強度荷重

 
自
由
勾
配
側
溝
工

 該当
JIS規格

なし
該当　JIS規格　なし

 2、000個につき
1回

 3個

660個

 該当
　JIS規格

　なし
該当　JIS規格　なし

 1,000㎡につき1
回

 17N/mm2
　or　32N/mm2

曲げ強度試験が
出来ない時に

最終検査性能項目
（コアー）

 曲げ試験又は
曲げ試験が

出来ない場合
圧縮強度試験

 1,000㎡につき1回 330ｍ２
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 曲げ強度荷重  破壊荷重
 ひび割れ

荷重
 ロット

抜き取り数
 検査ロットの

大きさ

 溶融スラグ骨材入りURC製品　及び　RC製品　　性能規定
社内規定の場合、　　構造計算書等根拠資料添付

 品質管理基準（工事施工者）

プレキャストコンクリート製品名
 準用
JIS
規格

大分類 小分類 種類 付属書  推奨
仕様

最終検査　性能検査項目

 圧縮強度  試験項目  試験基準  １回試験当り個数  省略限度

CB　　300×300×４００ -                                                    -                   -

CB　　300×300×２３０ -                                                    -                   -

ＣＢ　200×200×400 -                                                    -                   -

ＣＢ　150×150×350 -                                                    -                   -

ＣＢ　500×250×230 -                                                    -                   -

CB　300×300×450 -                                                    -                   -

CB　250×250×450 -                                                    -                   -

CB　450×450×500 -                                                    -                   -

CB　600×600×800 -                                                    -                   -

CB　670×200×180 -                                                    -                   -

 CB
350／500×200／300×230

-                                                    -                   -

 CB
250・350×500×
100・150

-                                                    -                   -

 CB
350・400×100・140
×150

-                                                    -                   -

 CB
100・300×500×
200

-                                                    -                   -

 中央帯
先端壁工

各種 同上 -                                                    -                   - 適用外
 コンクリート

圧縮強度管理
代用

 社内規定  コンクリート品質
圧縮強度

 コンクリート
圧縮強度管理

代用
                       - -                   

根枷ブロック 根枷ブロック 同上 -                                                    -                   - 適用外
 コンクリート

圧縮強度管理
代用

社内規定  コンクリート品質
圧縮強度

 コンクリート
圧縮強度管理

代用
                       - -                   

 U型アームⅠ型
６００×６００

-                -                

 U型アームⅠ型
　６００×１０００

-                -                

 U型アームⅠ型
９００×６００

-                -                

 U型アームⅠ型
９００×１０００

-                -                

 U型アームⅠ型
１２００×１０００

-                -                

 Ⅰ型パネル
５０×２００×９９５

-                -                

 Ⅰ型パネル
５０×２５０×９９５

-                -                

 Ⅰ型パネル
５０×３００×９９５

-                -                

 Ⅰ型パネル
５０×２００×１４９０

-                -                

 Ⅰ型パネル
５０×２５０×１４９０

-                -                

 Ⅰ型パネル
５０×３００×１４９０

-                -                

 Ⅰ型パネル
５０×４００×１４９０

-                -                

 Ⅰ型パネル
５０×２００×２０００

-                -                

 Ⅰ型パネル
　５０×２５０×２０００

-                -                

 Ⅰ型パネル
５０×３００×２０００

-                -                

 
基
礎
ブ
ロ

ッ
ク

 

該

当

J

I

S

規

格

　

な

し

該当　JIS規格　なし 適用外
 コンクリート

圧縮強度管理
代用

２４N／mm2以上  コンクリート品質
圧縮強度

 コンクリート
圧縮強度管理

代用
                       - -                   

同上

同上

 
U
形
柵
渠

 社内規定 2個  1，00０個につき
1回

 社内規定
 曲げ試験

曲げ強度荷重
 1，00０個につき

1回
 2個 330個
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 曲げ強度荷重  破壊荷重
 ひび割れ

荷重
 ロット

抜き取り数
 検査ロットの

大きさ

 溶融スラグ骨材入りURC製品　及び　RC製品　　性能規定
社内規定の場合、　　構造計算書等根拠資料添付

 品質管理基準（工事施工者）

プレキャストコンクリート製品名
 準用
JIS
規格

大分類 小分類 種類 付属書  推奨
仕様

最終検査　性能検査項目

 圧縮強度  試験項目  試験基準  １回試験当り個数  省略限度

 平張コンクリートブロック
400×４００×１２０

-                                                    -                   -

 平張コンクリートブロック
４００×４００×１５０

-                                                    -                   -

 平張コンクリートブロック
４００×４００×２００

-                                                    -                   -

 平張コンクリートブロック
５００×５００×１２０

-                                                    -                   -

 平張コンクリートブロック
５００×５００×１５０

-                                                    -                   -

開渠ブロック 開渠ブロック各種  社内規定 -                -                2個  1，00０個につき
1回

 社内規定
 曲げ試験
曲げ強度荷重

 1，00０個につき
1回

 2個 330個

 間知ブロック
(積みブロック）

A５３７１ ブロック式擁壁類 積ブロック 長方形 D Ｄ－１ -                                                    -                   -

 スプリットン間知ブロック
(積みブロック）

A５３７１ ブロック式擁壁類 積ブロック 長方形 D Ｄ－１ -                                                    -                   -

地先境界ブロックA A５３７１ 舗装・境界ブロック類 境界ブロック 地先境界ブロック B B－２
 スパン　520㎜
　6.5KN

                  -                   -

地先境界ブロックC A５３７１ 舗装・境界ブロック類 境界ブロック 地先境界ブロック B B－２
 スパン　520㎜
　１３．０KN

                  -                   -

 擬石ブロック
120×120×600

 スパン　520㎜
　6.5KN

                  -                   -

 ベース付き
地先境界ブロック  社内規定                   -                   -

根囲いブロックA -                                                    -                   -

根囲いブロックB -                                                    -                   -

根囲いブロックC -                                                    -                   -

根囲いブロックD -                                                    -                   -

 コンクリート境界杭
　90×90×600

-                                                    -                   -

 コンクリート境界杭
200×200×900

-                                                    -                   -

RC丸杭　径１００各種 A５３７２ 用排水路類 組立土留め くい F Ｆ－２ -                                                    -
 スパン
600㎜
4KN

RC丸杭　径１２７各種 A５３７２ 用排水路類 組立土留め くい F Ｆ－２ -                                                    -
 スパン
６００㎜
8KN

ＲＣ柵板　1495×200×50 A５３７２ 用排水路類 組立土留め 板 F Ｆ－２ -                                                    -
 スパン
600㎜
4KN

ＲＣ柵板　1495×250×50 A５３７２ 用排水路類 組立土留め 板 F Ｆ－２ -                                                    -
 スパン
600㎜
５KN

ＲＣ柵板　1495×300×50 A５３７２ 用排水路類 組立土留め 板 F Ｆ－２ -                                                    -
 スパン
600㎜
６KN

ＲＣ柵板　1995×200×50 A５３７２ 用排水路類 組立土留め 板 F Ｆ－２ -                                                    -
 スパン
600㎜
4KN

ＲＣ柵板　1995×250×50 A５３７２ 用排水路類 組立土留め 板 F Ｆ－２ -                                                    -
 スパン
600㎜
５KN

ＲＣ柵板　1995×300×50 A５３７２ 用排水路類 組立土留め 板 F Ｆ－２ -                                                    -
 スパン
600㎜
６KN

階段ブロック  階段ブロック
　450×500×100・60

-                                                    -                   - 適用外
 コンクリート

圧縮強度管理
代用

２４N／mm2以上  コンクリート品質
圧縮強度

 コンクリート
圧縮強度管理
代用

                       - -                   

暗きょ類  鉄筋
コンクリート管

1種及び2種 C C-1

 鉄筋コンクリート
ボックスカルバート

 各種
（設計基準強度により
適用外あり）

A５３７２ 暗きょ類

 鉄筋
コンクリート
BOXカルバー
ト

1種及び2種 C C-４ 種別毎設定 -                  -                  1本  100本  35N／mm2以上
 曲げ試験
曲げ強度荷重

 100本につき1回  1本 30本

 
平
張
り
コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク

適用外
 コンクリート

圧縮強度管理
代用

 １８N／mm2以上  圧縮強度試験
 1，00０個につき

1回
 2個 330個

 コンクリート
ブロック積工

適用外
 コンクリート

圧縮強度管理
代用

 １８N／mm2以上  圧縮強度試験
 1，00０個につき

1回
 2個 330個

 地先境界
ブロック

2個  1，00０個につき
1回

２４N／mm2以上  曲げ試験
曲げ強度荷重

 1，00０個につき
1回

 2個 330個

根囲ブロック 適用外
 コンクリート

圧縮強度管理
代用

 ２４N／mm2以上  圧縮強度試験
 1，00０個につき

1回
 2個 330個

境界杭 適用外
 コンクリート

圧縮強度管理
代用

２４N／mm2以上  圧縮強度試験
 1，00０個につき

1回
 2個 330個

コンクリート柵工 2個  1，00０個 ３０N／mm2以上  曲げ試験
ひび割れ荷重

 1，00０個につき
1回

 2個 330個

 鉄筋
コンクリート管

 各種
（設計基準強度により
適用外あり）

A５３７２ -                                  種別毎設定 種別毎設定 100本2本  ３００本
 製品の曲げ強度を

満足する強度
 曲げ試験

ひび割れ荷重及び
破壊荷重

 ３００本につき
1回

 2本
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